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岩手大学 2016年度

イーハトーヴの学舎─宮沢賢治生誕120年

円万寺観音山からの展望

R がんちゃん

10th Anniversaries 

早池峰山兜跋毘沙門天立像
五輪塔



　岩手大学シニアカレッジは、岩手大学と岩手県内の自治体や各地域の方々が連
携して実施する滞在型生涯学習プログラムです。「学びたい」という動機があれば、
どなたでも参加できます。年齢制限や入学試験はありません。
　大学構内の専用教室での講義やフィールドワークなどを通じて、受講生同士の交
流、地元、学生たちとの出会いの場ともなります。豊富に経験を積まれたこの時こ
そ、学べる、学び直せるという楽しみを存分に味わってみませんか。

岩手大学
シニアカレッジ２０16
岩手大学
シニアカレッジ２０１6

岩手大学は、皆様の向学心にお応えする滞在型生涯学習事業として、岩手大学シニアカレッジを開催してきました。今年は、
皆様方からの熱いご声援のもと2007年の開講から10回目を迎えます。

今回のテーマは『宮沢賢治生誕120年』です。
皆様もよくご存じの賢治さんは、1896年（明治29年）8月27

日、岩手県稗貫郡里川口村（今の花巻市豊沢町）に生まれ、その生
涯の中で詩集『春と修羅』や童話『注文の多い料理店』や『銀河鉄
道の夜』など、数多くの作品を世に残しました。
また、賢治さんは、岩手山や早池峰山などへの登山や地質調査
などで県内各地を訪れていて、その地をテーマとした作品も数多
く残されていますし、県内の各地にも作品にちなんだ碑が建てら
れています。

シニアカレッジ2016では、賢治作品にゆかりの地を実際に訪れ、その原風景を感じていただくとともに改めて賢治作品を
現地で味わっていただきたいと思います。
今回は、特にこれまでとは違った岩手の魅力に触れられ、皆様の向学心をきっと満足していただけるものと確信しておりま

す。「イーハトーヴの学舎　岩手大学キャンパス」で皆様をお待ちしております。

岩手大学シニアカレッジの特徴

■　岩手大学シニアカレッジ事務局へご連絡ください。参加申込
書をお送りいたします。

■　参加申込書に必要事項をご記入の上、岩手大学シニアカレッジ
事務局宛に申込書を郵送又はＦＡＸしてください。

※　参加申込書到着後、シニアカレッジ事務局から開講までのご案内書をお送
りします。申し込み後、１０日経っても案内書が届かない場合には、お手数
ですが電話連絡をお願いします。

※　先着順に受付します。定員になり次第申し込みを締め切ります。

■　受講料　７０，０００円（税込・１泊１食込）
※　この事業は、国立大学法人岩手大学の収益事業ではありません。
●　受講料に含まれるもの
　　全１4講義受講料、入学式、オリエンテーション、学内施設利用、移動バス料

金、学外施設入館料、卒業式
※　9／10（土）の花巻市での宿泊費（1泊1食（朝食））が含まれます。
●　受講料に含まれないもの
　　上記以外の宿泊・滞在費、ご自宅～岩手大学～
　　ご自宅までの交通費

お申し込みから受講まで

■　特別補償
本学は、シニアカレッジ期間中について、国内旅行傷害保険に加入します。お客様がシニアカレッジ参加中に急激かつ偶発な外来の事故により、その身体または
手荷物上に被った一定の損害について、以下の金額の範囲内において、補償金が保険会社から支払われます。
・死亡後遺障害　9,680万円　　・入院保険金日額　5,000円　　・通院保険金日額　3,000円　　・携行品損害　10万円（限度額）

●　国内旅行保険への加入について
お客様が事故に遭われた場合、加害者への損害賠償請求や賠償金の回収が大変困難である場合があります。このことから、お客様ご自身で十分な額の国内旅
行保険に加入されることをお勧めします。

事前学習受講料の
お支払

参加申込書
の送付

シニア
カレッジ
開講

シニアカレッジ
開講10周年の
限定特別企画として、
受講された皆様全員に
オリジナルポロシャツを
プレゼントします！

10th Anniversaries 限定特別企画

※お申し込みの際にサイズをご指定ください。



総合教育研究棟（教育系）

総合教育研究棟（化学系）

総合教育研究棟（環境系）

地域連携
推進センター

理工学部
学生食堂

理工学部1号館芸術棟

総合教育研究棟（生命系）

学生センターA棟

教育学部2号館

学生センターB棟

岩手大学キャンパスの
ご案内
岩手大学キャンパスの
ご案内

農業教育資料館
旧盛岡高等農林学校時代の本館です。

岩
手
大
学
へ
の
ア
ク
セ
ス

●バス（盛岡駅前バスターミナル11番のりば）
◎岩手県交通バス 駅上田線
　乗車…「松園バスターミナル行き」　下車…「岩手大学前」
◎岩手県交通バス 駅桜台団地線
　乗車…「桜台団地行き」　下車…「岩手大学前」
●タクシー利用　盛岡駅から約2㎞　約10分
●徒歩　盛岡駅から約25分

A

A
C

岩手大学図書館
二階の専用教室が通常の講義会場となります。

B

B

C

岩手大学正門岩手大学正門

早池峰と賢治
の展示館
今は大迫交流
活性化センター
の別 館として
「早池峰と賢
治」の展示館と
して使われてい

ますが、元々は稗貫郡役所として明治12年に
建てられました。当時も今の姿と同じく、モダ
ンな洋風建物だったそうです。その後、県地方
事務所や旧大迫町役場としても使われました
が、今では展示館として、モリブデン鉱石など
賢治さんと早池峰との興味深い資料を公開し
ています。

人首町
賢治詩碑
詩碑は、奥州市
江刺区米里の
久須師神社の
境内に、賢治生
誕120年を記
念し建立されま
した。地元の米
里地区宮沢賢

治詩碑建立実行委員会が昨年から進めてきた
もので、詩碑には、詩「人首町」が記されていま
す。賢治さんが「人首町」を書き上げた3月25
日に間に合うように完成され、2016年4月25
日に除幕式が行われました。

円万寺観音山からの展望
花巻市内の西方にある「江釣子森山（経埋ムベ
キ山の一つ）」の山腹にあり、坂上田村麻呂が
奥州・蝦夷を平定した802年（大同2年）に馬頭
観世音を祀ったのが始まりとされています。展
望台からは、見事な田園風景とともに鶏頭山、
早池峰山、胡四王山などの「経埋ムベキ山」を
見ることができます。
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オリエン
テーション入学式 休　憩

休憩

昼休み 放課・自由時間資料館・植物園・ミュージアム
自然観察園　自由見学

放課・自由時間
講
義
6

休憩
啄木の女性問題
～その愛と苦悩～
啄木ソムリエ　山本玲子 氏

宮澤賢治と
盛岡高等農林学校
農学部 教授　武田純一

講
義
5

どんとはれパーティー休憩
移動卒業式

受　付

10（土）

12（月）
講
義
14

おでんせパーティー  ～19:30

●講義７～講義１0は、全て学外会場となります。
●9/10（土）は、大迫町、花巻市へと移動し、その日は花巻市内へ宿泊となります。
その際の宿泊料（朝食込み）は、受講料に含まれています。

●学外会場への移動バス料金は、受講料に含まれています。

講
義
1

岩手県における
養鶏産業とニワトリ研究
岩手大学副学長　喜多一美

岩手大学が目指すもの
岩手大学長　岩渕 明

機械をつくる機械の話
理工学部 教授　水野雅裕

講
義
12

休憩 昼休み
東北民俗学の開拓者　
佐々木喜善
人文社会科学部 准教授　橋本 学

講
義
13
平泉文化と古代中国
平泉文化研究センター 准教授　劉 海宇

講
義
11

高齢者が元気であれば
地域も元気！
三陸復興・地域創生推進機構 准教授　朴 賢淑

フィールドワークⅠ　賢治さんと大迫・早池峰　「風の又三郎」の原風景
［早池峰と賢治の展示館、川原の坊、笛貫の滝、猫底、飛内峠、矢水峠（高森山、猫山）、春日神社、火の又、高洞金山跡］
早池峰と賢治の展示館 館長　浅沼利一郎 氏

移動
（花巻市～東和町）

移動
（盛岡市～大迫町 早池峰と賢治の展示館）

移動
（大迫町～ホテルルートイン花巻）

見学
（ワインシャトー大迫）

移動
（花巻市～盛岡市）

フィールドワークⅡ　賢治さんとハームキヤ　［兜跋毘沙門天立像、五輪峠、人首町賢治詩碑、円万寺観音堂］　　　
花巻市総合文化財センター 所長　中村良幸 氏、 賢治街道を歩く会　佐藤 勝 氏、佐伯研二 氏

講
義
9・10

夕食・懇親会
～20:00

岩手大学長
岩渕 明

林風舎
代表取締役
宮澤 和樹 氏平成28年度から6年間、岩手大学

は第3期中期目標期間としてス
タートを切ったところです。岩手大学はこれまでの活
動、歴史、実績などの強みを活かして特徴ある大学
に進む必要があります。大きな柱として「グローカル
な大学の構築」や「復興活動の継続」、「大学のアイ
デンティティの確立」を挙げました。グローカルとは
グローバルとローカルの組み合わせですが、地域の
諸課題を視野に入れて、地域を先導する大学として
活動します。

講義 1

岩手大学が目指すもの

宮澤賢治は大正4年に盛岡高等農林
学校農学科第二部に入学し、研究生

時代を含めて5年間在籍しました。賢治の作品には科
学的な表現が沢山用いられていますが、高等農林時代
の経験が無ければ表現できないようなものが沢山あ
りますし、この5年間がその後の賢治の生き方に大き
な影響を与えたことは間違いありません。講義では岩
手大学農学部附属農業教育資料館に残されている賢
治関連の資料や、当時の盛岡高等農林学校の様子を
ご紹介致します。

講義 2

宮澤賢治と盛岡高等農林学校

講義 3・4

花巻市宮沢賢治生誕120年記念事業協賛企画
講演「祖父・清六に聞いた兄・賢治」

宮澤 和樹 氏
対談「盛岡高等農林学校時代の賢治」

山本 昭彦、宮澤 和樹 氏 機械を作る機械は工作機械と呼ば
れています。機械を生み出す母なる

機械であるという意味でマザーマシンと呼ばれること
もあります。産業革命時代にはじめて本格的な工作機
械が作られ、その後、度重なる戦争の時代、自動車産
業発展の時代、航空機産業発展の時代、電子産業発
展の時代を経て、工作機械の性能は著しく向上してき
ました。本講義では、工作機械の発展の歴史と機械技
術の結晶ともいえる最先端の工作機械について紹介
します。

講義 5

機械をつくる機械の話

石川啄木が結婚後に出会った
女性の中で、心を動かされ、仄

かな思いを抱きながら交流した女性に、橘智恵
子と芸者の小奴がおります。しかし啄木は、女性
の幸せを願うがゆえに、静かに身を引きました。
また、心のときめきを求めて文通した女流歌人
たちとの滑稽ともいえる意外なエピソードをご
紹介します。明治の時代背景と当時の女性の生
き方とともに、啄木が記録に残さなかった隠れ
た苦悩に迫ります。

講義 6

啄木の女性問題
～その愛と苦悩～

超高齢社会の到来を控
えて、介護をめぐる問

題、高齢者の貧困問題、一人世帯の増加
に伴う「孤立死」など、高齢者の社会的孤
立の問題が身近な問題として意識するよ
うになりました。そこで、我々は現実を受
け止めつつセカンドライフステージを生
きるためにはどのように向き合うべきな
のかを高齢者の生涯学習視点から検討し
たいと思っています。また、諸外国の事例
を紹介しながら日本の高齢者をめぐる課
題について相対化を試みます。

講義 11

高齢者が
元気であれば
地域も元気！

『遠野物語』や柳田國男の
名は知っていても、佐々木

喜善の名は知らないという方も多いかもしれ
ません。実は、喜善こそ、『遠野物語』の原型と
なった話を柳田に語って聞かせた語り部だっ
たのです。彼は、遠野郷で生まれ育ち、仙台で
最晩年を過ごした人生の中で、黎明期にあっ
た東北民俗学の発展に優れた功績を残して
います。本講では、健全なる野心と大いなる
愚直さをもって、短い生涯を生き抜いた喜善
の足跡を、皆さんと共に辿ってみたいと思い
ます。

講義 12

東北民俗学の開拓者
佐々木喜善

岩手県の農業産出額は
2433億円と全国でも高い

位置にあります。その中でも畜産による産出
額は1352億円と農業産出額全体の56％を
占めており、特にブロイラーによる産出額は
497億円と全国3位に位置しています。この
様に、岩手県では養鶏が盛んなことから、ニワ
トリを用いた様々な共同研究が実施されてい
ます。本講義では、地元からの要請に基づく共
同研究を紹介すると共に、ニワトリが高血糖動
物であることに端を発する基礎的な研究につ
いても紹介したいと思います。

講義 14

岩手県における
養鶏産業と
ニワトリ研究

三陸復興・地域創生推進機構
准教授
朴 賢淑

岩手大学人文社会科学部
准教授
橋本 学

岩手大学
副学長

喜多 一美

啄木ソムリエ
山本 玲子 氏

岩手大学農学部
教授

武田 純一

岩手大学理工学部
教授

水野 雅裕

このフィールドワークでは、どち
らかと言うと花巻市の繁華街か
ら離れた場所にある賢治作品の
舞台となった地を巡ります。文
語詩稿「毘沙門の堂は古びて」
などに登場する兜跋毘沙門天堂
を皮切りに、2005年に国の名
称「イーハトーブの風景地」の一
つとなった五輪峠や詩「春と修
羅」に「人首町」として登場する

人首町（現奥州市江刺区米里）など、なかなか足を運ぶこ
とが難しい地を訪れます。

講義 9・10

フィールドワークⅡ
賢治さんとハームキヤ

花巻市総合文化財センター
所長

中村良幸 氏

賢治街道を歩く会
佐伯 研二 氏・佐藤 勝 氏

花巻市大迫町（旧稗貫郡大
迫町）は、古くから盛岡市と

遠野市・釜石市とを結ぶ宿場町として栄え、特
産の南部葉を中心とした葉タバコ産業も盛
んでした。賢治さんは大正年間に稗貫郡土性
調査や早池峰山登山などでたびたび大迫を
訪れました。早池峰山や大迫を題材にした作
品は、詩「春と修羅」の中で「早池峰山巓」や
「河原坊（山脚の黎明）」など多く残されてい
ます。川原の坊や猫底、飛内峠など大迫・早池
峰のフィールドを実際に巡りながら作品に触
れたいと思います。

講義 7・8

フィールドワークⅠ
賢治さんと
大迫・早池峰

「風の又三郎」の原風景
早池峰と賢治の展示館

館長
浅沼 利一郎 氏 平泉文化とは、12世紀

約百年間にわたり奥州藤
原三代によって創出されており、仏教文化
を中心とする麗しい平安時代末期の文化
です。それは建築・庭園・遺跡・絵画・彫刻・工
芸・文書典籍・芸能など多方面の分野にわ
たり、僻陬夷狄の地にきらめきを極めただ
けに人の意表をついた存在だと評価され
ています。本講義では、平泉文化の陶磁
器・仏典・庭園などの分野に絞って古代中
国との関連を受講生の皆さんと一緒に考
えていきたいと思います。
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平泉文化と
古代中国

平泉文化研究センター
教授
劉 海宇

岩手大学
宮澤賢治センター 代表
山本 昭彦

（人文社会科学部 教授）

ウェルカム
演奏

花巻市宮沢賢治生誕１２０年事業協賛イベント(無料一般開放)
講
義
3・4

講
義
7・8

放課・自由時間

放課・自由時間

講演「祖父・清六に聞いた兄・賢治」
対談「盛岡高等農林学校時代の賢治」
岩手大学宮澤賢治センター 代表　山本昭彦（人文社会科学部 教授）、宮澤和樹 氏

林風舎 代表取締役
宮澤和樹 氏

2016年は、賢治さんが岩手県稗貫郡（現・花巻市）に生
まれてから120年目を迎えます。このことから、花巻市
では宮澤賢治生誕120年記念事業実行委員会を組織
し、各種のイベントを行っています。今回は、賢治さんの
実弟・清六さんのお孫さん宮澤和樹さんの講演や山本昭
彦教授との対談を予定しています。講義3、4は、花巻市
宮沢賢治生誕120年記念事業への協賛企画として開催
しますので、この講義に限って一般の方々も聴講します。



i w a t e  u n i v e r s i t y  s e n i o r  c o l l e g e

〒020-8551 岩手県盛岡市上田四丁目3番5号
TEL.019ｰ621ｰ6492、6852   FAX.019ｰ621ｰ6493

E-mail renkei@iwate-u.ac.jp

お申し込み・お問い合わせは

岩手大学シニアカレッジ事務局
（岩手大学三陸復興・地域創生推進機構内）

国立大学法人 岩手大学

【募集要項】
①募集人員 ３０名
②最少実施人員 ２5名
③開催期間 2016年（平成28年）9月7日（水）～9月13日（火）
④開催場所 岩手大学（盛岡市上田三丁目１８番８号）
⑤参加資格 学習意欲をお持ちの方（年齢制限、入学試験ともにありません）
⑥受 講 料 ７０，０００円（消費税込み、１泊１食（朝食）込み）
 ※この事業は、国立大学法人岩手大学の収益事業ではありません。
⑦受講料に含まれるもの　
全１4講義受講料、入学式、オリエンテーション、学内施設利用、移動バス料金、学外施設入館料、卒業式
※ 9／10（土）の花巻市内の宿泊費（1泊1食（朝食））が含まれます。　
⑧受講料に含まれないもの
　上記以外の宿泊・滞在費、ご自宅～岩手大学～ご自宅までの交通費
⑨お申し込み方法  
岩手大学シニアカレッジ事務局へご連絡ください。事務局より参加申込書をお送りします。
その申込書に必要事項をご記入の上、郵送又はFAXしてください。
⑩中　　止
申し込みが最少実施人員に達しない場合は、シニアカレッジを中止することがあります。
中止の決定は、シニアカレッジ開催日の３０日前に行い、シニアカレッジ事務局から皆様に連絡差し上げます。
⑪学外講義
花巻地域で行う学外講義については、岩手県北自動車（株）への業務委託として実施します。

【個人情報のお取り扱いについて】
　お客様の個人情報は、国立大学法人岩手大学によるシニアカレッジ関係の各種案内、大学情報、旅行・観光情報やその他の生活関連情
報をご提供するために使わせていただきます。それらの目的以外に使用する場合には、事前にお客様に通知して同意をいただきます。
　また、ご提供いただいた個人情報は慎重に管理し、紛失、漏洩等を防止するために、完全管理を講じています。

【受講のご案内】
■シニアカレッジ申し込み方法
●シニアカレッジ事務局へ申込書を郵送又はFAXしてください。申込書到着後、シニアカレッジ事務局より「岩手大学シニアカレッジの
お手続きについて」をお送りします。お申し込み後、１０日たっても案内書が届かない場合には、お手数ですがお電話ください。

■シニアカレッジ申込上の注意
●受講のお申し込み受付は、先着順とさせていただきます。
■お支払い方法は、原則として銀行振り込みとなります。
●受講料振込の際の手数料は、お客様の負担となります。
●受講料のお支払いは、請求書をお受け取り後、１週間以内にお願いいたします。
●受講料は、すべて消費税を含む料金です。
■キャンセル
●キャンセルの場合は、電話でご連絡ください。シニアカレッジ開始日以降のキャンセルによる受講料の返金はいたしません。
　※Ｅメールでのキャンセルの受付は一切いたしませんのでご注意ください。
●キャンセルの場合には、規定の取消料及び返金手数料（振込手数料）を差し引いてご返金します。   
■シニアカレッジの変更
●講師の緊急の都合等による場合、中止・延期・時間変更・時間短縮・別の講師の代替えとなることがありますので、予めご了承ください。
■その他
●大学キャンパス内では、全面禁煙となっております。
●貴重品は必ず手元におき、盗難・紛失にはご注意ください。




